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４．成果

＜定量的成果＞
焼きの工程：８時から開始して11時に終わっていたが、改善後は９時半頃には終わるようになった。
惣菜の利益率：平成21年と平成29年現在を比較して５％増となっている。
パートの残業時間：平成21年（月平均）200時間が現在はゼロになった。

（残業時間はイベント・催事を除く）

＜定性的成果＞
その他の製造時間の短縮として、盛り付け時間も焼き時間の間隔が短くなったので、次から次へと料理が仕

上がるため、待ちの時間がなくなり短時間で盛り付けできるようになった。
正規社員の労働時間について、以前は早出・残業が多かったが、導入後は定時に出社・退社ができるように

なった。

５．今後の課題

スチームコンベクションオーブンを活用した新たなお惣菜の開発
他のメーカーから購入している惣菜を手作り商品にする。
（開発中の商品）
手作りパスタ：ナポリタン、和風きのこ、アスパラベーコン、アサリなど計６種類
伊達巻：中に高知県産のハモのすり身を入れて試作中
その他：秋刀魚の甘露煮、煮豆など

導入前 導入後

約３時間 約1.5時間

焼き物の作業時間の変動

→

実施前
焼き物が仕上がるまで、パック詰めの作業に待ち時間が生じていた。
以前は早出や残業が多かった。

実施後
焼き物が次々と仕上がるので、パック詰めの時間が早くなった。
定時に出社・退社できるようになっている。
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⑮
１．店舗の概要

①店舗名称 土佐山田ショッピングセンター バリュー ノア店

②店舗住所 〒782-0039 高知県香美市土佐山田町栄町222

③業態 惣菜製造販売

④店舗開業年 創業1962年、ノア開業1980年

⑤従業者数
(1)経営者を含めた社員数 55人
(2)パート・アルバイト(8時間換算) 105人

⑥規模

(1)店舗面積： 1818㎡ (2)厨房面積： 83㎡

(3)駐車場面積及び台数： 350台

(4)客席数：カウンター 席
小上がり 人掛け× 席
テーブル 人掛け× 席 / 人掛け× 席）
1階 席 / 2階 席 等

(5)その他客席特記事項

⑦店舗営業時間
9:00～21:45
(内休憩なし)

⑧定休日 正月３日間

⑨商品構成
(1)飲食・物販の割合：（惣菜11％ / その他食品89％）

(2)(1)の内、飲食の内訳(なし)

店舗内（ノア店惣菜）

総菜センター① 総菜センター②

⑮⑮ 土佐山田⑮⑮ 土土土土佐山田
ショッピングセンターョョョッッッッッピピピンンンングググググ

バリュー
セセンタタタタタググセセ

ー ノア店

田田
とさやまだ
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３．改善策(費用・手間・時間の具体例)

●課題における具体的な改善策

＜センター調理への変更と冷食利用＞
①惣菜工場（センター）の立ち上げ
センター調理への変更：各店舗で個別に製造していた惣菜をセンターで一括で製造する。
味の統一と、煮物・サラダなどセンター製造の総菜の充実「蔵屋ダイニング」

②冷食利用による手作り惣菜・無添加惣菜の推進
冷凍の食材から冷蔵の食材に変更
調味液も添加物が入っている既存商品から無添加のオリジナル商品に変更
例）エビチリセット（生のエビ・オリジナル調味液）、酢豚セット（工場で仕込み）、

お寿司の合わせ酢（無添加）

＜スタートした時期＞
総菜工場の立ち上げ：平成19年５月
冷食利用による手作り惣菜・無添加惣菜の推進：平成24年３月

＜実施体制＞
常務・総菜担当役員、惣菜バイヤー、惣菜工場マネージャーの３人

＜投入した経営リソース＞
惣菜工場：改修・設備費用に約3,000万円

２．背景及び課題

【改善テーマ】惣菜工場の新設により売上１０％アップを図る

■背景
＜惣菜工場の立ち上げと手作り惣菜の生産＞

今から１０年前に、高知県内の大手の量販店が惣菜を仕入れから自社製造に切り替えたことで、惣菜製造
の会社が少なくなった。新たに惣菜を製造・納品してくれる会社を探していたが、なかなか見つからず、自
社で使われていなかった倉庫を改装して、惣菜工場を立ち上げることになった。
■課題
＜センター利用による味の統一と手作り惣菜の充実＞

総菜工場ができる前は、各店（３店舗）で煮物等を作っており、３店舗で味のばらつきがあった。このた
め、味を統一させるとともに、さらに煮物の種類などを充実させた。

惣菜工場を立ち上げてからは、徐々に自社の手作り商品（手作りコロッケ等）が増えていった。店のコン
セプトもできるだけ添加物の少ない食品を売るようになったことから、惣菜についてもできるだけ、冷凍食
品や添加物の入った調味液を使いことをやめて、生の食材やオリジナルの無添加調味液で、手作り惣菜を作
るようになった。

（惣菜のセンター利用：煮物・和え物・サラダ・カット・下ごしらえ等）
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４．成果

＜定量的成果＞
売上：2012年139,670（千円） 2016年154,290（千円）
＊ノア店の売上のみ（年間）
例）冷凍から手作りに変えて単価を上げ粗利が10％アップした。
エビチリはぷりぷりで美味しくなった。付加価値の向上。

＜定性的成果＞
・センターで時間のかかる煮物などはセンターでやって、効率化が図られた。

センター利用：煮物・和え物・サラダ、揚げ物の衣づけ（店舗で揚げる）等
同じ時間、同じ人員で製造の点数が上がって、売上が上がった。

・昔は各店で煮物を作っていた。３店舗で味のばらつきがあった。年間で煮る時間が短縮できた。
・煮物の評判が高いので現在はデイサービスにも煮物を納品している。
・化学調味料をなくしたので、美味しいと評判になった。
・オードブルの高品質化：いろんなメーカーさんのオードブルを冷凍で組み合わせていたが、自社の手作り

で価値が上がった。
例）むね肉のチキンロール（冷凍）をモモ肉のチキンロール（冷食・手作り）

・リピート率が上がったので、廃棄率も下がった。

５．今後の課題

・小世帯で家でまとめて料理をすることが少なくなっており、精肉と鮮魚の売上が落ちている。このため、肉
と魚の総菜も今後、充実させないといけないと考えている。
・センターに食パンを焼ける設備があれば、サンドイッチができる。
・他のメーカーから購入している惣菜を手作り商品にする。

（開発中の商品）
調理時間がかかるもの：秋刀魚の甘露煮、黒豆の煮豆など

導入前 導入後

139,670千円 154,290千円

売上の変動

→
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⑯
１．店舗の概要

①店舗名称 蜂屋食品株式会社

②店舗住所 〒985-0011 宮城県塩釜市貞山通3丁目3-27

③業態 工場

④店舗開業年 1924年

⑤従業者数
(1)経営者を含めた社員数 5 人
(2)パート・アルバイト(8時間換算) 9 人

⑥規模

(1)店舗面積：3㎡ (2)厨房面積：500㎡

(3)駐車場面積及び台数： ㎡ / 15 台

(4)客席数：なし

(5)その他客席特記事項

⑦店舗営業時間 10：00〜18:00 ⑧定休日 日・祝

⑨商品構成
(1)飲食・物販の割合：（飲食 ％ / 物販 100 ％）

(2)(1)の内、飲食の内訳(例：そば50％ うどん20％ 丼類20％ 酒類10％)

店舗・工場外観

店舗内観・直売所 工場内観

⑯⑯ 蜂屋食品株式会社食品株
はちや

式会株式
やややややしょく

社会社
くくくくくくくひん
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３．改善策(費用・手間・時間の具体例) 1/2

□具体的な改善策

①【5S勉強会・意見交換会の実施】
商品開発と販路開拓で繋がりのあった公益財団法人仙台市産業振興事業団に課題について相

談したところ、専門家（中小企業診断士）の支援を受けて5S勉強会を実施することとなった。
工場スタッフ全員で衛生意識の向上を目的とし不定期開催とした。

○スタートした時期 ２０１５年８月１８日〜

○実施体制
講師／事業団専門家 受講メンバー／社長・専務・事務・工場スタッフ 10名
時間／1回60分 16時〜17時
日時／2015年8月、2016年2月・4月、2017年5月、6月、7月
５Sチェックシート活用し点検実施体制を整えた

○実施時に懸念していたこと
受講メンバーの時間を調整し勉強会の時間を設けることが継続できるかどうか懸念した。

○投入した経営リソース
勉強会は事業団の支援内で無料であったため
特に投入していない。

画像提供
仙台市産業振興事業団
2016年撮影

２．背景及び課題

【改善テーマ】公的支援機関の支援を受け「５Ｓ勉強会を開催」

■背景

生産現場には使われていない機械が放置され梱包資材などが積まれるなど、備品の無管理状態が慢性化し
ていた。モノを使っても元の場所に戻せない、モノの置き場所が決まっていないなど、スタッフ間での共通
認識が欠け、コミュニケーションが図りにくかった。

その中で2015年には異物混入という危機的なクレームが発生し、衛生管理体制の改善が急務となった。

＜クレームの内容＞
ニラを束ねたテープの一部が餃子内に混入
年間取引額300万円の上顧客が相手だったためその後取引が一部中止される事態となる。

■課題
５Ｓという言葉に聞き覚えはあったものの全くノウハウがなく、何をどのようにすればいいのか分からな

かった。スタッフの食品衛生意識改革が必要とされ、管理体制の構築とチェック機能の強化が急がれた。

画像提供
仙台市産業振興事業団
2014年撮影
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４．成果

〈定性的成果〉

・勉強会や意見交換会で学んだ５Sチェックシートや点検シートを活用することに
よって社内の衛生意識が向上した。
無管理状態のモノの置き場所が決まり、使い方なども管理されるようになった。

・仕事に対する意識や日々の業務の中での注意すべき事項が共有されたことで
社員同士のコミュニケーションが密となり、工場全体のモチベーションが
向上した。

・「仕事がしやすくなった」「以前とは全然違う」と声が上がるほど着実に
効果を実感している。

５．今後の課題

・勉強会や意見交換会をいかに継続するかが課題。外部の支援を借りながら、
この効果を持続させたい。

・定性的な効果は把握しているが、定量的な効果を測定していない。今後数値化を
目指す。

・工場併設の性質上物販スペースの床レベルが高くなっており、スロープの設置が
検討される。

３．改善策(費用・手間・時間の具体例) 2/2

②【工場レイアウトの変更】

５Ｓ勉強会と学んだことを並行して実践すべく工場内のレイアウトを変更した。

使っていない大型機械や高く積み上げられた資材を整理した。
また、動線を考慮し、管理しやすく作業も高まる用工場スタッフが意見を
出し合いながら整備を進めた。清掃や衛生管理においての作業性を第一に
衛生面の改善も目的としている。

○スタートした時期 2015年8月〜 以降随時行っている
○実施体制
５Sチェックシートを参考に工場スタッフで取り組んだ。

○投入した経営リソース
・備品購入 １０万円ほど
（収納整理ボックス、掃除用品収納器具など）

画像提供
仙台市産業振興事業団

2016年撮影

取り組み前

取り組み後
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⑰
１．店舗の概要

①店舗名称 ふれあいの駅 うりぼう いなべ農産物直売所

②店舗住所 〒511-0224 三重県いなべ市員弁町大泉2517番地

③業態 農産物直売所 惣菜・弁当

④店舗開業年 １９９６年

⑤従業者数
(1)経営者を含めた社員数 ２人
(2)パート・アルバイト(8時間換算) ９人

⑥規模

(1)店舗面積： ２５２㎡ (2)厨房面積： ４２㎡

(3)駐車場面積及び台数： ２，０００㎡ / １００台

(4)客席数：カウンター 席
小上がり 人掛け× 席
テーブル 人掛け× 席 / 人掛け× 席）
1階 席 / 2階 席 等

(5)その他客席特記事項

⑦店舗営業時間 8：30～17：00 ⑧定休日 火曜日

⑨商品構成
(1)飲食・物販の割合：（飲食 ％ / 物販 100 ％）

(2)(1)の内、飲食の内訳

店舗外観

厨房内の写真
店舗内の写真

⑰

ふ
れ
あ
い
の
駅

う
り
ぼ
う

い
な
べ
農
産
物
直
売
所
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３．改善策(費用・手間・時間の具体例)

●具体的な改善策
＜レジ待ち誘導シールとＰＯＰの掲示＞
当店の場合は、開店から正午までの時間にお客様が

集中するため、レジでの混雑やトラブルを避けるために、
レジ待ちの誘導シールとＰＯＰを掲示した。これまでは、
市販のテープを使い、床面に貼付していたが１か月ほど
ではがれてしまい、また、お客様にもわかりにくいもので
あったが、張り替えてからは、お客様の誘導もスムーズに
なった。

＜スタートした時期＞
平成２９年２月

＜改善策着手・実施時に懸念していたこと＞
床面のシールとＰＯＰだけで、お客様がスムーズに並んでくれるのかどうか不安であった。
また、お客様のトラブルが減少し、効率的なレジ待ちをしていただけるかどうか。

＜投入した経営リソース＞
レジメーカーの紹介により、５，０００円で床面テープの購入をした。
床面テープ
購入先 ㈱ラミーコーポレーション
材質 ポリオレフィン
費用 ５，０００円
特徴 １か月に１度の大掃除の際には、剥がして、繰り返し使える。

誘導シール レジ待ちのPOP

２．背景及び課題

背景
当店の立地は、三岐鉄道北勢線の「大泉駅」に隣接している。当店の主力商品は地元でとれた農産物であ

るが、その農産物を利用した「惣菜」も当店の人気商品となっている。
特にお客様の来店時間は、午前中に集中し、また、お盆や年末年始には、惣菜やオードブルを購入するお

客様で、店内が大変混雑し、レジでの混雑でお客様に迷惑をかけていた。

課題
当店の場合、開店からお昼にかけて、お客様が集中し、レジ待ちでご迷惑をかけることが多い。また、お

盆や年末年始には、惣菜・オードブルやおせち料理などを購入されるお客様でレジ待ちでご迷惑をかけてし
まう。
しかしながら、スペースの問題やコスト（人件費）の問題から、レジの増設は困難な状況となっている。

※所狭しと商品が並んでおり、レジの増設は難しい。（米売り場の奥がレジ）
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４．成果

＜定性的成果＞
・レジ待ち床面誘導テープとＰＯＰの掲示により、お客様がスムーズにレジ待ちをしていただくことができる
ようになった。それにより、店内の混雑が解消され、トラブルも減少した。

５．今後の課題

・通常営業の際のレジ待ちについては、床面誘導テープとＰＯＰの掲示により解消されたが、今後は、繁忙期
（お盆の時期や年末時期など）の混雑解消のための対策を立てていく必要があると考えている。
・レジ対応時に次回の大典へつなげる販促策（短い時間で訴求力のある提案）が必要であると考えている。

実施前 誘導シールを床面に張る前は、お客様に列を作っていただけずに、順番がぐちゃぐちゃに
なり、横入りするお客様もおり、トラブルになっていた。

実施後 お客様がレジ待ちする場所が分かりやすくなり、きちんと並んでくださるようになった。
また、お客様の混雑が解消されたことで、レジ担当者に気持ちの余裕ができ、レジでの会
計作業の対応が良くなったと評価された。
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⑱
１．店舗の概要

①店舗名称 ふれあいの駅 うりぼう いなべ農産物直売所

②店舗住所 〒511-0224 三重県いなべ市員弁町大泉2517番地

③業態 農産物直売所 惣菜・弁当

④店舗開業年 １９９６年

⑤従業者数
(1)経営者を含めた社員数 ２人
(2)パート・アルバイト(8時間換算) ４人

⑥規模

(1)店舗面積： ２５２㎡ (2)厨房面積： ４２㎡

(3)駐車場面積及び台数： ２，０００㎡ / １００台

(4)客席数：カウンター 席
小上がり 人掛け× 席
テーブル 人掛け× 席 / 人掛け× 席）
1階 席 / 2階 席 等

(5)その他客席特記事項

⑦店舗営業時間 8：30～17：00 ⑧定休日 火曜日

⑨商品構成
(1)飲食・物販の割合：（飲食 ％ / 物販 100 ％）

(2)(1)の内、飲食の内訳

店舗外観

厨房内の写真
店舗内の写真
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３．改善策(費用・手間・時間の具体例)

●具体的な改善策
＜バラ売りの提供＞

これまではパック売りが中心であったが、少人数世帯の増加に
対応するために、パック詰めだけでなく、ばら売りを始めた。

専用のケースに入れて、衛生にも気を遣っている。

＜スタートした時期＞
平成２６年７月

＜実施体制＞
惣菜部が行っている。人員は導入以前と以後とは変わらないが、

パック詰め作業をお客様にしてもらうことにより、パック詰め
作業が減少し、他の作業に手を回すことができている。

＜改善策着手・実施時に懸念していたこと＞
お客様が自分でパック詰めをしてくれるかどうかということ。
衛生的な販売方法ができるかどうかということ。

＜投入した経営リソース＞
ほとんど、投入していないが、衛生的に販売するための食品ケースを購入した。

ばら売り商品の様子

食品ケース

購入先 よし与工房（パンの資材屋）

材質 アクリル製（ディニッシュ等を入れるものなので、べたつかない）

費用 ２０００円×２個

２．背景及び課題

【改善テーマ】惣菜のパック詰めからバラ売りへの転換でコストダウン

■背景
５年ほど前より惣菜部門の売上が伸び悩み、何とかして、付加価値の高い惣菜部門を強化していきた

いと考えていた。また、近隣に大型店が出店したことにより、さらに、状況は厳しくなってきている。
ご高齢のお客様及び少人数家庭では、準備から後始末の労力が多く必要なフライなどの揚げ物類は

「惣菜」として購入される例が増えてきている。
また、従来は家庭内料理が主流であった「焼き魚」や「煮魚」なども単身世帯などでは、調理が面倒

であるという理由から「惣菜」としての購入が増えてきている。

■課題
お客様の高齢化、少人数世帯の増加などから惣菜も少量しか購入してもらえなくなったため、これま

でのパック売りだけではなかなか購入に結びつかないことが多い。
お客様の嗜好に合わせた品ぞろえを行うことは重要なことと認識しているが、売り場スペース、労力、

包材費等の増加を考えるとバリエーションの増加には一定の制約がかかる。
また、パック売りの場合、お客様の要求する分量でないこともあり、購入に結びつかない。
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の
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り
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４．成果

＜定量的成果＞
・導入することにより、パート従業員の作業時間を縮減できた。
・導入前と導入後では、惣菜の売上高が１２７％向上した。
・ばら売りをすることにより、販売ロスが減少した。

導入前と導入後では、５％ほどの違いが出ている。

実施前・実施後の生産性向上効果

５．今後の課題

・今後は、更に試食できる惣菜のアイテムを増やしたり、ばら売りを増やして、お客様の購入しやすい方法を
拡大していくことで、更なる売上の向上を図っていくことが課題である。
・また、お客様とのコミュニケーションを増やして、新たな商品開発を行っていく。

売上高の変動（惣菜部門）

平成２７年３月 平成２９年３月

１３，９９２千円 １７，８６１千円

販売形式 作成数 作業時間 コスト
（パートの給与） コメント

フライ・コロッケ・シュ
ウマイなど５～６種類の
パック詰め

５～６種類×
１０パック

６０分 ８５０円 揚げたてはすぐにパック詰
めできないため、時間もか
かっていた。

ばら売り ２～５ケース １５分 ２００円 アイテムごとにケースに入
れ、お客様にパック詰めし
ていただく形式
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⑲
１．店舗の概要

①店舗名称 株式会社ベジタコーポレーション 企業内託児所

②店舗住所 〒720-2413 広島県福山市駅家町法成寺1613-55

③業態 カット野菜製造

④店舗開業年 平成26年10月

⑤従業者数
(1)経営者を含めた社員数 15人
(2)パート・アルバイト(8時間換算) 135人

⑥規模

(1)店舗面積： ㎡ (2)厨房面積： ㎡

(3)駐車場面積及び台数： ㎡ / 台

(4)客席数：カウンター 席
小上がり 人掛け× 席
テーブル 人掛け× 席 / 人掛け× 席）
1階 席 / 2階 席 等

(5)その他客席特記事項 企業内託児所の面積：43㎡（定員22名）

⑦店舗営業時間
9:00～19:00

(企業内託児所)
⑧定休日 無休

⑨商品構成
(1)飲食・物販の割合：（飲食０％ / 物販100％）

(2)(1)の内、飲食の内訳(なし)

工場外観

工場内事務室

企業内託児所入口 企業内託児所内

⑲⑲ 株式会社ベジタコーポレーション
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３．改善策(費用・手間・時間の具体例)

●課題における具体的な改善策

＜企業内託児所の設置＞
働きたいのに子どもの世話をしているため、外へ出て働くことができない若い方（女性）に対して、企業

内託児所を設置して、子どもを託児所にあずけて働ける環境を作った。
また、保育料金をできるだけ少額にして、少しでも所得面でも収入が残るようにして働いた実感が持てる

ようにした。

＜スタートした時期＞
平成26月10頃

＜実施体制＞
社長の考えに基づき、新会社の設立と同時に企業内託児所を建物内に設計し、担当者が認可外の託児所の

要件を満たすために、市役所に相談しながら体制を整えた。

＜投入した経営リソース＞
３人の保育士を雇用して託児所の運営を行っている。

コストは初期コストは建物を除いて、備品・遊具に300万円程度。ランニングコストが３人の保育士の人件費
が70万円程度。

２．背景及び課題

【改善テーマ】働く主婦の為に企業内に託児所を設置し定着率の向上を図る

■背景
＜安定的な人材確保が厳しい＞

(株)ベジタコーポレーションは、備後漬物の子会社でカット野菜を専門として平成26年10月に設立した。
これまで親会社の食品業界は、パート・アルバイトの人材確保が厳しく、チラシ・広告・ネット掲載等で費
用をかけて募集はしているが、掲載時はある程度の応募があるが、それは一時的なもので次第に応募件数は
減る傾向にあった。

このため、新会社のベジタコーポレーションの人材募集については新たなやり方を考える必要があった。

■課題
＜若い女性を直接雇用するための託児所設置＞

会社全体として、人材は常に足りていない状態が続いていて、それを補うために派遣労働者を受け入てい
る。時間給が高いので、直接パート・アルバイトを雇用するために、新会社の建物を設計する際に、若い女
性をターゲットに人材を確保しやすいように企業内託児所を中に組み込んで設計し、会社設立後、企業内託
児所の仕組みを整えることとなった。

（新しい社屋・工場の２階に設けた企業内託児所）
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４．成果

＜定量的成果＞
企業内託児所に子どもを預けることにより、保育世代の従業員の所得増につながっている。
公立の保育園の費用：乳幼児は４～５万円
弊社の託児所の料金：短時間労働（４時間）は10,000円

フルタイム労働（８時間）は13,000円

＜定性的成果＞
・現在はある程度、人材がそろっている状態となった。
・これまで託児所を利用した人で退職した人は１人もいない。

２人目の子どもが生まれて育児休業を取得した人は２人で、定着率が非常に高い。
・人材募集の広告費用は毎月10～15万円かけているが、広告を見てという応募ではなく、口コミで託児所が

あるということで、広告以外のルートから応募が来るようになった。
・託児所を利用している人からの口コミの宣伝効果があった。
（保育所の雰囲気が良いと人から聞いて、利用者からの紹介など）

５．今後の課題

現在、15名の児童を預かっている。
設立当初は６人の女性が利用（子ども６人）、現在は13人の女性が利用（子どもが15人）
年々と応募する主婦層が増えているため、最大定員の22名まで伸ばしたい。
将来的に定員数を上回るようであれば、託児所の隣が倉庫スペースなので、壁を取り除いてスペース及び定員
数の増加も考えている。

公立保育園 企業内託児所

40～50千円 10～13千円

保育費用の軽減（所得増）
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